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黒姫高原 ダリア園  
平成 30年８月 

 

夏休みも残りあとわずかとなりました。心身とも

にリフレッシュできた夏休みになりましたか？ 

2 学期が始まります。子どもたちの笑顔のために、

ともに語らいましょう。 

事務所だよりについて、ご意見・ご感想・ご要望等

ありましたら、お寄せ下さい。 

（ﾒｰﾙ hokushin-ｓ@pref.nagano.lg.jpまで） 

 

平成３０年度重点目標・キーワード 

学校教育課 

“語らい つなぐ” 

生涯学習課 

“学びをつなげて  

   人づくり 地域づくり” 

北
信
地
区
の
風
景 

みえてきた 授業改善への見通し 

mailto:hokushin-ｓ@pref.nagano.lg.jp
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【訪問の実際】 
① 指導主事の話       ② 職員同士の語り合い       ③ 話し合いの共有 
 
 
 
 
 
 

【Ｏ中学校の願い】 
新年度のスタートや研究の取りかかりとして、全職員で合理的配慮について理解を深めるこ
とで、学級づくり・授業づくりに生かしていきたい。 
 

教頭先生 

研究主任 
必見！ 

（１）全職員での合理的配慮研修 ～Ｏ中学校～ 

自分の授業ではどんな合理
的配慮ができるのだろう。 

体育の授業でＡ君が集中でき
るように他の生徒が視界に入
らない配慮をしています。 

一番の合理的
配慮はその子
の得意な方法
や学び方を教
師自身が捉え
ることだな。 

（２）校長会と連携した、郡市規模での全国学力学習状況調査分析研修 ～Ｎ地区～ 

【訪問の実際】 
① ねらいの説明       ② 研修での語り合い        ③ 自校での活用 
 
 
 
 
 
 

【校長会・郡市各校の願い】 
同規模の他校との比較や中学校区内での情報交換など、一同に会しての研修のメリットを生
かし、各校の授業改善をより進めていく機会としたい。 
 

① どんな願いがありますか？   ② 共有したい改善の方向は？ ③ 今、求めている支援は？ 
 
 
 
 
 

・初任者、講師の先生の授業参観と懇談 ・小規模校の利点を生かしたカリキュラム編成 

・学級づくり研修  ・楽しく継続して取り組める運動プログラム  等  

Ｂ小学校の先
生が言ってい
た、式の意味
を説明する活
動を取り入れ
てみよう。 

（３）他にも・・・ 

 学級づくり・授業づくりで、各校の課題やニーズに応えられるのが「ゾーン担当訪問」です。

ご希望がありましたら、ゾーン担当指導主事（各地区教頭会担当指導主事）までお電話【026-234-9551】

ください。お待ちしています。   

          

「視覚支援」・
「安心感」・「個
に応じて」がキ
ーワードです。 

悩みを語り合
ったり他校の
良さを学び合
ったりし、自
校に生かしま
せんか。 

自分のクラスの児童は
こんな誤答を書きそう
だな・・・ 

やっぱり共通の課題がみ
られるなあ。他の学校で
はどうしてるんだろう。 

   

（４）「あったらいいな、こんな訪問」 ～あなたの学校～ 
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「こん虫のからだを調べよう」（小学校３年生 理科）の単元で、Ａさんが

生き生きとこん虫を観察する授業をしたい。どうしたらいいのかなあ？ 

課題把握に時間がかかりやすい。目的と違うことを始めてしまうこともあるなあ。 

観察の前に、粘土でこん虫の模型を作れば、からだのつくりを観察

するときの視点を焦点化できそうだ。友だちの模型と比べると、視

点がさらに明確になるかもしれないな。 

Ａさんの実態をとらえる 

つまずきの要因を探る 

適した支援を考える 

模型を作る 

Ａさん 

 

あれ？ 

友だちと足のは

えているところ

が違うぞ？ 

からだの数は同

じだ！ 

Ａさん 

 
足は６本とも胸から

はえているんだ。 

 
からだは３つ 

（頭、胸、腹）で 

できているんだ。 

通常の学級においても、「児童生徒のつまずきや困難さ等に対する指導の工夫の意図、手だてを明確にし

た授業づくり」が重要です。小学校及び中学校の新学習指導要領の解説に、各教科等の事例が示されて

います。日々の児童生徒の様子からつまずきの要因を探り、より適した支援を考えましょう。 

〈上記の事例については、小学校学習指導要領解説（理科編）  96 ページ参照〉 

 子どもたちの社会的な自立を支援するためのガイドブック 

～ 『不登校への支援について考える』の紹介 ～ 

不登校という状況が継続し、結果として十分な支援が受けられない状態

が続くことは、自己有用感の低下を招くなど、本人の進路や社会的自立の

ために望ましいことではありません。県教育委員会では、不登校（長期欠

席）を本県の重要な課題と捉え、学校が組織として子どもたちの社会的な

自立を支援するための「ガイドブック」（平成３０年度改訂版）として本書

をお届けしています。組織的な支援を実現するために、まず、自校におけ

る課題を整理する必要があります。また、子どもが不登校になってから支

援するのではなく、「魅力ある学校づくりを目指す」という「未然防止」か

ら「不登校への対応」は始まります。加えて、早期発見、早期対応にあた

ることが肝要です。「不登校への支援の在り方」についての考えや、不登校

支援の実績ある取組が紹介されており、積極的にご活用ください。 

【ダウンロード】 
県教育委員会ホームページ ＞ 生徒指導 ＞ 『不登校への対応の手引き（改訂版）』、『活用事例のサイクル化』  

http://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/index.html 

担任 
必見！ 

ダウンロードして活用を！ 
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7 月１9 日(木)、東部文化ホール・柳原公民館・サンアップル（障がい者スポーツ支援センター長野）

にて「平成 30年度北信地区人権教育研修会」を開催しました。 

 

講演会「あいつぐ差別事件と『部落差別解消推進法』の活用」 
部落解放同盟長野県連合会 

財務委員長 髙橋 芳夫さん 

 髙橋芳夫さんは、まず、当事者の方々が部落差別とたた

かってきた歴史について語られ、当事者の方々は「不屈の

精神」「正義と勇気」「人間愛の力」を大切にしてたたかっ

てきたことを教えてくださいました。また、義務教育教科

書無償化については、高知県の被差別部落の母親たちの訴

えにはじまり、全国各地へと大きな運動となり、無償措置

に関する法律が成立に至ったことも教えていただきまし

た。 

次に、最近の差別事件についての報告があり、全国であいつぐ土地差別調査や同和地区問い合

せ事件、インターネット上での悪質な差別事件についての実態について詳しく知ることができ

ました。 

 最後に『部落差別解消推進法』の活用と課題について語られ、現在、部落問題を知らない人権

教育指導者が急増していることをたいへん危惧されておりました。部落問題に関する研修の実

施・充実の必要性を強く感じました。 

 講演の最後に、髙橋さんは「部落差別を無くす目的を持ったすべての団体・個人は『当事者』

である」というメッセージを投げかけられました。私たち一人ひとりが差別を自分事と捉え、差

別を無くすための「当事者」であるという自覚をもって生きていくことの大切さを感じました。 
 

【参加者の感想から】 

○歴史の中で差別を受けた当事者のみが運動をするのではなく、皆が当事者であることを意識して行動

することが大切であると思いました。 

○『部落差別解消推進法』を理念に終わらせず、実際に使える法律にしていくために、自分も当事者とし

て生きていかなければと思いました。 

○同和対策事業特別措置法が終結し、空白の十五年で、部落問題を知らない先生がいることに驚かされ

ました。法律ができたからこそ、このような研修の場が必要であると感じました。 

分科会 

１ 学校における人権同和教育の取組           千曲市立埴生中学校 中村 春彦さん 

２ 企業における若者支援の取組              春蘭の宿 さかえや 湯本 晴彦さん 

３ 性的マイノリティーの方々のつながり作りの取組   長野県性教育研究会員 サノ チカさん 

４ 障がい者スポーツ施設見学・体験              サンアップル 清水 美沙さん 

                                       三上 大成さん 

５ ワークショップ『語り合い気づこう人権』      東信教育事務所生涯学習課 塩田  直人さん 
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え
の
き
農
家
Ｉ
さ
ん
の
え
の
き
小
屋
を

見
学
し
た
Ｍ
さ
ん
は
、
え
の
き
の
カ
バ
ー

を
見
つ
け
た
。
え
の
き
の
か
さ
が
壊
れ
な

い
よ
う
に
、
株
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
一
つ

一
つ
に
カ
バ
ー
を
し
て
い
る
Ｉ
さ
ん
の
工

夫
と
努
力
に
、
誰
よ
り
も
先
に
気
付
い

た
の
だ
。
担
任
の
Ｏ
先
生
は
、
Ｍ
さ
ん
に

「
よ
く
発
見
し
た
ね
」
と
声
を
か
け
た
。

Ｏ
先
生
は
Ｍ
さ
ん
の
嬉
し
そ
う
な
表
情

を
見
て
「
Ｍ
さ
ん
は
、
自
分
の
発
見
を
学

級
の
み
ん
な
に
伝
え
た
い
の
で
は
な
い
か
」

と
感
じ
た
。
◆
え
の
き
作
り
に
つ
い
て
質

問
を
し
た
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
願
い

に
応
え
て
、
Ｏ
先
生
は
Ｉ
さ
ん
を
学
級
に

お
招
き
し
た
。
品
質
の
悪
い
も
の
を
出
さ

な
い
よ
う
に
全
て
手
作
業
で
や
っ
て
い
る

こ
と
、
育
て
た
え
の
き
の
味
に
自
信
を
も

っ
て
い
る
か
ら
自
分
の
顔
を
印
刷
し
た
包

装
袋
で
出
荷
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
Ｉ
さ

ん
の
話
を
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
聞
い

て
い
た
。
Ｍ
さ
ん
は
「
Ｉ
さ
ん
は
、
本
当
は

顔
を
出
す
の
は
こ
わ
い
け
ど
、
勇
気
を
出

し
て
顔
を
出
し
て
い
る
と
思
う
」
と
、
Ｏ

先
生
に
話
し
か
け
た
。
Ｍ
さ
ん
は
、
自
分

の
考
え
を
伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
る
が
、 

Ｈ
小 

三
年 

社
会
科 

「は
た
ら
く
人
と 

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」 

自
ら
の
考
え
を
言
葉
に
で
き
な
い
子
ど

も
の
心
の
内
の
願
い
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も

が
そ
の
願
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
支
え

る
教
師
の
支
援
に
よ
り
、
子
ど
も
は
少
し

ず
つ
自
信
を
も
ち
、
自
分
を
表
現
し
て
い
っ

た
。 

【このエピソードから何を感じましたか？】 

                     

                     

 

【このエピソードから大事に考えたいこと】 
◯仕事に誇りをもって取り組んでいる地域の方の
生き方に触れて芽生えた勇気を、教師の支えで
発揮して、自信をつけていった子どもの姿。 

○子どもの胸の内にある思いを理解し、引き出そ
うとする教師の姿。 

勇
気
が
出
せ
ず
に
い
る
自
分
と
Ｉ
さ
ん
の

姿
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
。
Ｉ
さ
ん
の
生
き

方
に
触
れ
て
追
究
を
進
め
た
Ｍ
さ
ん
は
、

授
業
終
わ
り
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
と
「
あ

ー
、
も
う
終
わ
っ
ち
ゃ
う
の
」
と
つ
ぶ
や
い

た
。
◆
次
の
時
間
、
Ｏ
先
生
は
「Ｉ
さ
ん
の

勇
気
に
目
を
向
け
た
Ｍ
さ
ん
の
気
付
き

を
授
業
に
位
置
づ
け
た
い
」
と
考
え
た
。

し
か
し
Ｍ
さ
ん
は
、
な
か
な
か
み
ん
な
の

前
で
話
せ
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
Ｏ
先
生
は

班
毎
の
話
し
合
い
の
時
、
Ｍ
さ
ん
に
「Ｉ
さ

ん
は
自
信
が
あ
る
か
ら
何
を
し
た
の
だ
っ

け
」
と
問
い
か
け
た
。
Ｏ
先
生
の
声
が
け

で
、
Ｍ
さ
ん
は
自
分
の
気
付
き
を
少
し

ず
つ
言
葉
に
し
て
い
く
。
「
Ｉ
さ
ん
は
勇

気
を
出
し･･･

」
と
言
っ
た
Ｍ
さ
ん
の
言
葉

を
受
け
て
、
と
な
り
の
友
達
が
「
自
分
の

顔
を
出
し
て
い
た
」
と
言
葉
を
つ
な
い
だ
。

Ｍ
さ
ん
は
に
っこ
り
し
て
、
班
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
自
ら
の
考
え
を
書
い
た
。
◆
授

業
の
終
末
、
Ｉ
さ
ん
が
え
の
き
を
大
事
に

育
て
て
い
る
こ
と
を
思
い
返
す
場
面
の
こ

と
。
「
見
学
し
た
時
に
Ｍ
さ
ん
が
発
見
し

て
い
た
ね
」
と
Ｏ
先
生
が
声
が
け
を
す
る

と
、
「
は
い
」と
手
を
挙
げ
「
え
の
き
の
か
さ

が
壊
れ
ち
ゃ
う
か
ら
一
つ
一
つ
に
カ
バ
ー

が
か
け
て
あ
っ
た
」
と
、
自
信
を
も
っ
て
み

ん
な
に
語
る
Ｍ
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
Ｏ

先
生
が
Ｍ
さ
ん
の
伝
え
た
い
気
持
ち
を

く
み
取
り
、
Ｉ
さ
ん
の
勇
気
を
Ｍ
さ
ん
の

勇
気
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
一
歩
踏
み
出

し
、
自
分
に
自
信
が
も
て
た
Ｍ
さ
ん
。
笑

顔
で
語
る
Ｍ
さ
ん
の
傍
ら
に
は
、
笑
顔
で

頷
く
Ｏ
先
生
が
い
た
。
◆ 

学校訪問で出会った「笑顔」を

コラム風に紹介します 

※学年だより等でこのまま紹介することも可能です。北信教育事務所のホームページにアップしておきます。ご活用下さい。 
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